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１ 計画の推進体制

男女共同参画社会の形成を図るためには、男女を取り巻く社会的背景を踏まえた上で、

あらゆる分野での取組を展開することが重要であり、Ⅳにおいて述べた取組について、総

合的かつ計画的に施策の推進を図ることが必要です。

また、町が直接行う施策だけではなく、関係機関、企業、住民等がそれぞれの立場で本

計画の目的を理解し、主体的な取組を展開することが期待されており、男女共同参画に関

する施策を着実に推進するために、その基盤となる推進体制のより一層の充実が求められ

ています。そのため本計画の実施においては、総合的かつ効果的に推進するため、庁内各

課との調整・連携を図りながら全庁的に取組みます。

また、本計画の進行管理は、担当各課により事業進捗管理を行い、「大泉町男女共同参画

推進計画推進委員会」及び「大泉町男女共同参画推進計画推進会議」に諮り、住民と庁内

担当各課の連携と整合性のとれた施策を推進します。
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２ 計画の評価方法

毎年次各施策の進捗状況を調査し、各施策の進行管理を行います。また、大泉町男女共

同参画推進計画推進委員会（町民・学識経験者）、大泉町男女共同参画推進会議（庁内）に

おいて、各担当課で設定した目標値・評価の視点を用いて、それらを評価し、次年度の改

善へつなげていきます。

なお、各担当課での事業実施については、

「ＰＤＣＡ（Plan：計画、Do：実行、Check：確認・評価、Action：改善）サイクル」を

構築し、計画の評価・改善を行っていきます。

■ＰＤＣＡサイクルのイメージ図

【数値目標】

ＰＬＡＮ（計画）

各事業、目標値を設定するととも

に、その確保方策等を定める

ＤＯ（実行）

計画の内容を踏まえて、事業を

実行する。

ＣＨＥＣＫ（確認、評価）

事業の実施状況を検証し、達成状

況の分析、評価を行う。

ＡＣＴＩＯＮ（改善）

年度評価等の結果を踏まえ、必要

があると認めるときは、計画の変更

や事業の見直し等を実施する。
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PDCAサイクル

NO 項目 現状
第四次計画目標値

（令和7年度）

1
社会全体において「男女平等に

なっている」と思う人の割合

13.6％

（令和元年度住民意識調査）
25％

2
家庭生活における役割分担の

満足度の男女格差軽減

女性：57.2％

男性：91.3％

（令和元年度住民意識調査）

女性：80％

3
審議会等における

女性の登用率

29.1％

（令和元年度実績）
35％

4
町管理監督職に占める女性の

登用率（課長職以上）

14.7％

（令和元年度実績）
20％


